
 

 

 

基本目標１ 

安定した雇用を創出する 

 

【 評 価 シ ー ト 】 

  

別紙② 詳細資料 



久留米市キラリ創生総合戦略　評価シート

基本目標１　安定した雇用を創出する

施策の基本的方向 ① ： ものづくりなど頑張る企業を地域で応援する

Ａ―

― ―

― ―

1,000人

平成31年度に全ての区画に
おいて分譲開始ができるよ
う、着実な事業推進を図
る。350人

今後の展開

福岡県（企業局）により、
新産業団地開発の事業がス
タートした。

―

―

新産業団地に
おける雇用創
出者数

―
▼

平成31年度
までに

1,000人の
雇用の受け
皿の整備

H27
・新産業団地の整備
・自動車関連産業、食品関連産業
　産業等の立地促進・振興
・久留米地域ものづくり産業振興
　会の設置
・立地企業向け低利融資商品の開
　発の検討

H28

H29

H30

H31

施策名

 新たな産業拠点整備事業（政策パッケージ １ 耳納北麓（職遊一体型）グリーンアルカディア創生パッケージ）

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 評価
(見通し)

重要業績評価
指標(KPI)

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析

H29 15.0％

H31 17.0％

H30 16.0％

久留米市の強みを活かしな
がら、地域企業の成長支
援、創業支援、企業誘致な
どを推進していく。

Ａ

H28 14.0％ 11.2％ ×

平成28年度に設置した久留
米市雇用･就労推進協議会
において、合同会社説明会
の実施やインターンシップ
の対象拡充の検討を進めた
が、全国的に有効求人倍率
が上昇し、大都市圏での就
職が増加したため、目標値
を下回ることとなった｡

地元企業情報誌｢くるめで
働こう!｣の発行や、イン
ターンシップ向け企業説明
会の開催とともに、久留米
市雇用・就労推進協議会で
産学官金労の連携強化によ
り、効果的な新規事業を検
討、実施する。

Ｂ

16,507人以上 17,375人 ○

16,507人以上

16,507人以上

△

16,507人以上

13.0％ 12.9％

企業誘致や地域企業の成長
支援などに取り組み、目標
を達成することができた。

16,639人 ○16,507人以上

進捗度数値目標 評価
(見通し)

今後の展開H28取り組みと実績分析
基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値

基準年を上回る年間新規雇用者数を毎年創出する

市内の大学等の新卒者の市内企業への就職率を17％
にする

12％
▼
17％

H27

16,507人
▼

基準年を
毎年上回る

H27

H28

H31

H29

H30

 評価シート　1 - 1



今後の展開施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 評価
(見通し)

重要業績評価
指標(KPI)

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析

―
▼

計300人以
上

H31

H28 120人

H31 300人

・重点産業分野の企業誘致の推進
・中心市街地等へのオフィス誘致
　の推進
・久留米地域ものづくり産業振興
　会の構築《再掲》
・本社機能誘致の誘導策の実施

中心市街地等
での新規雇用
者数

H29 180人

雇用創出効果の高いコール
センターについて、H27の
設置決定により、目標を達
成することはできたが、
H28の新たな設置には至ら
なかった。

今後も、雇用創出効果の高
いコールセンターの誘致活
動を重点的に進めていく。

60人 ○

240人

121人 ○

Ｂ

H28 12件 6件 ×

H29 18件

30件

Ｂ

中心市街地等
へのオフィス
誘致件数

―
▼

計30件以上

H27 6件 5件

120人H27

H30

24件

交通アクセスのよさや競争
力のある優遇制度などによ
り、企業立地が順調に進捗
し、目標を達成することが
できた。

残り1区画への立地に向け
て、自動車産業や食品産業
などの製造企業、交通アク
セスの良さが活きる物流企
業などに対象を絞り、より
戦略的な誘致活動を行なっ
ていく。

△ オフィスやコールセンター
設置促進のための補助制度
についてPR活動などを行っ
たが、面積等の条件面でう
まくマッチングができず、
目標を達成することはでき
なかった。

コールセンター事業者に対
し、手厚い補助制度をPRす
るなど、今後も積極的な誘
致活動を行なっていく。ま
た、首都圏で開催される展
示会へ新たに出展し、進出
検討企業の確保等に努めて
いく。

○

H30

100％

87.8％

H30

44.4％
▼

100％

H27 61.3％ 61.3％

87.8％ ○

H29

74.6％

Ａ

H28

H31

100％

（１）産業集積推進事業

藤光産業団地
の立地率
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今後の展開施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 評価
(見通し)

重要業績評価
指標(KPI)

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析

H30 18件

コーディネーターや海外見
本市の活用により、海外企
業とのマッチング件数は目
標数を達成することができ
た。また、海外ビジネスに
関するアンケート調査を実
施した結果、業種に係ら
ず、海外市場をターゲット
と捉えている企業の潜在
ニーズを把握した。

海外見本市出展補助金や海
外ビジネスコーディネー
ターによる販路開拓支援を
活用し、さらなる海外企業
とのビジネスマッチングを
推進していく。アンケート
により海外展開を必要とす
る企業に対し、支援策の活
用について周知、アプロー
チしていく。

Ａ

H28 10件 20件 ○

H29 14件
海外企業との
ビジネスマッ
チング数

4件
▼
20件

H27 7件

H31 20件

10件 ○

○

1回 ○ 2月に環境ビジネスセミ
ナーを開催した。H27年度
にグループミーティングに
参加した８社を中心に「く
るめエコなものづくり協議
会」を立ち上げ、セミナー
と同日、1回目を開催し
た。

セミナーのアンケート内容
をもとに、今後のセミナー
講師やテーマを選定する。
「くるめエコなものづくり
協議会」の開催に向け、登
録事業者との調整を行う。

Ｂ

H28 10,080件 6,609件 ×
H29 15,840件

6,203件

公開したデータセット数を
72とし、ダウンロード件数
は微増したものの、目標の
達成ができなかった。

公開データを拡充するとと
もに、オープンデータの利
活用方法について検討し、
積極的に情報発信を行う。

オープンデー
タダウンロー
ド件数

―
▼

28,800件

H27 5,760件

H31 28,800件

H30 22,080件

Ａ

H28 1回 1回 ○

H29 1回
環境関連産業
支援セミナー
開催回数

―
▼

2回以上

H27 1回

H30 1回

H31 2回以上

（２）地域企業成長支援事業

・官民連携による売れる商品
　づくりの支援
・広域商談会やビジネスセミ
  ナーの充実
・海外見本市等への出展支
  援など販路拡大支援
・事業承継コーディネーター
  設置、事業承継・Ｍ＆Ａ
  マッチング
・金融機関等による新たな
  ファイナンスの仕組みづくり
・空き店舗対策への支援
・市域内の消費喚起の取り
  組み支援
・環境関連ビジネスに関する
  セミナーや相談会の開催
・オープンデータの拡充や地
  域企業等のオープンデータ
  活用支援

商談会への参
加企業数

H28 240社 258社

× 商工団体が行う商談会の参
加は例年どおり順調であっ
た。また、市が行う広域商
談会への参加については、
地元金融機関への共同開催
を依頼し、参加者への呼び
かけを強化した結果、目標
を達成することができた。

商談会等への企業の参加に
ついて、さらに関係団体等
と連携し、受注企業が参加
しやすい開催時期を検討す
るとともに、さらに広く企
業等に周知し、参加を促し
ていく。

Ａ

○

H29 260社
222社
▼

300社

H27 230社 197社

H30 280社

H31 300社
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今後の展開施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 評価
(見通し)

重要業績評価
指標(KPI)

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析

Ａ

○

○

久留米リサーチパークの
コーディネーターによる企
業の開発ニーズの掘り起こ
し、課題解決のための産学
官共同研究の促進や、研究
開発の助成によって、目標
を達成することができた。

既存の支援体制を維持・強
化することで、引き続き新
製品の創出支援に取り組
む。

引き続き関連企業の立地に
取り組むとともに、立地企
業の成長支援に取り組む。

H28

H29

10件

4件 4件

6件

2件 2件

8件

H31

製品化件数
―
▼

計10件以上

H27

H30

5社

H30 4社

Ａ

H28 2社 4社 ○

H29 3社

H31

（４）バイオ産業振興事業

・バイオ関連ベンチャー企業
  の創出育成
・中小食品加工業者のバイオ
  産業への新規参入の促進

バイオ関連企
業立地件数

1社
▼

計5社以上

H27 1社 3社 ○ ソフト・ハード両面の支援
体制の構築と、久留米リ
サーチパークのコーディ
ネーターの活動により、目
標を達成することができ
た。（H28実績値は暫定値
であるが、1社の立地は確
認済）

H31 100件

H30 80件

H29年度にものづくり補助
金の改善を実施。企業訪問
のきっかけづくりや、製品
化・事業化支援のツールと
して活用することで支援件
数の更なる増加を図る。

Ａ

H28 40件 79件 ○

H29 60件

（３）ものづくり企業イノベーション促進事業

・共同研究の推進などを担う
  「よろず支援拠点」の設置
・専門技術・知識を持つ大企
  業退職者等プロフェッショナ
  ル人材の採用
・課題解決型産業への新規
  進出や商品開発促進のた
  めのセミナー開催
・産学官金連携の研究開発
  への支援
・ニッチトップ企業等の研究
  開発・事業拡大への集中
  的支援
・伝統産業の商品開発、
  デザイン開発の支援

ものづくり企
業支援件数

17件
▼

計100件以
上

H27 20件 31件 ○

久留米リサーチパークに配
置する専門人材の知見活用
や、学術研究機関との連携
した取り組みにより、目標
を達成することができた。
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今後の展開施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 評価
(見通し)

重要業績評価
指標(KPI)

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析

（５）大学等の魅力向上支援事業

・産学連携推進のための機能
  充実の支援
・大学等と地域の連携・協働
  による地域課題解決への
  取り組みの推進
・外国人留学生の受け入れの
  推進

大学等と市内
企業の共同研
究件数

7件
▼
40件

H27 7件

H30

7件 ○

Ａ

H28 15件 14件 △

H29 23件

H31

久留米リサーチパークに配
置したテクニカルコーディ
ネーター等のコーディネー
トに加え、研究開発助成制
度を活用することによっ
て、概ね目標を達成するこ
とができた。

地方創生への機運が高まる
中で、地域大学も産学連携
への積極的な取り組み姿勢
を見せている。引き続き大
学のシーズ、企業のニーズ
の把握に努め、マッチング
の推進を目指す。40件

31件

 評価シート　1 - 5



施策の基本的方向 ② ： 医療の集積を活かす

評価
(見通し)

施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値 進捗度

創薬・医薬品
事業化件数

―
▼

計3件以上

H27 ― ―

今後の展開

久留米リサーチパークを中
心として、市内の創薬・医
薬品事業化に向けた環境・
体制・機能を強化し、事業
化に向けたがんペプチドや
核酸医薬品の研究開発が順
調に進められた。

H30 ─

H31

Ａ

H28取り組みと実績分析

関係機関との連携体制強化
により、引き続き事業化支
援を行う。

（１）高度メディカルシティづくり事業

・がんワクチン、核酸医薬など
  次世代医薬品の研究開発支援
・「がん治療拠点化」の推進の
  ための協議の場の設置
・産学官金連携強化、研究開発
  機能拡充
・政府系研究機関の誘致

3件

―

○

○

H29 ─

H28 ─ ―

H30

─

─

―

H28

H31

（２）医療・福祉・介護現場の人材確保事業

1件

政府系研究機
関の誘致件数

―
▼

計１件

H27

H29 Ａ

Ｂ

―

―

― ○ 理化学研究所との連携事業
を実施。（同事業は地方創
生推進交付金事業として国
に申請し、採択された）

―

H28 介護職員との交流会は、新
たに筑後地区福祉人材バン
クと連携して、学生まで対
象に開催し、今後の介護人
材の育成・確保につなげる
取り組みを行う。

地域企業による連携事業の
成果の事業化を目指すとと
もに、これによる連携拠点
化の推進に取り組む。

○

介護職員の定着とスキルア
ップを図るための研修会
や、介護の理解を促進する
ための高校生と介護職員の
交流会を開催した。
また、市が発行した地元就
職情報誌｢くるめで働こ
う!｣にて､介護･医療等分野
の特集を行い､掘起しを
図った｡
（実績値は、平成30年２月
頃公表予定）

─

（集計中）

市内の医療・
福祉・介護従
事者数

H30 22,602人

20,547人
▼

平成30年度
10％増

H27

・育成機関と医療機関との
  マッチング、有資格者の現場
  復帰（再就職）の支援
・外国人雇用に関する事業所
  向けセミナーの実施

―

H31

―

H29

21,575人

―

 評価シート　1 - 6



施策の基本的方向 ③ ： 職業としての農業の魅力を高める

H27

H28 40人

施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

新規就農者数 H29

20人

H28取り組みと実績分析目標値 実績値

（集計中）

31人

進捗度

農政部と支所に就農相談窓
口を新たに設置するととも
に、就農相談日を月2回と
定例化し就農相談体制を強
化した。（実績値は、９月
以降に県が公表予定）

60人 Ａ

今後の展開 評価
(見通し)

 久留米でやってみん農・就農なんでん応援事業（政策パッケージ　２　雇用・就業応援パッケージ）

・就農相談窓口の設置、就農支
  援金の給付など
・就農希望者を対象とした、
  農業法人や認定農業者によ
  る実践研修の実施

国の農業次世代人材投資事
業や「農業実践研修支援事
業」をはじめ、新たに「就
農支援金」等を実施するな
ど、新規就農に関する総合
的な支援事業を構築するこ
とで、本市への新規就農を
推進する。

○

―

（１）豊かな農産物を活かす食と農の連携強化事業

H30 80人

H31 100人

14人
▼

計100人

H27 ―

─

H31 3件

・検討・協議体制の構築、
  プロジェクトの創出
・病院食やスマイルケア食品
  等新商品の開発
・人材育成、商品開発、事業
  資金調達などの支援

新規に立ち上
げる協議体に
おける研究・
取組プロジェ
クト数

―
▼

計3件

― ―
関係機関との意見交換にお
いて、久留米市の強みであ
る「農業」「医療機関の集
積」の２つをキーワードに
具体的な検討を進めること
を決定した。

「久留米市産業振興協議
会」において、構成機関に
おける課題や目標を共有化
した上で、必要な取組みを
研究し、プロジェクトの設
置につなげる。

Ａ

H28 ─ ― ―

H29

H30 ─

（２）担い手経営力強化事業

・集落営農組織の法人化、経営
  強化への支援
・青年就農給付金受給者を対象
  とした技術習得等への支援
・経営力向上のための各種研修
  等の実施

集落営農法人
設立数

22法人
▼

計45法人

H27 26法人 26法人 ○

組織内の意識醸成、市によ
る各種事業の効果により、
２８年度目標を達成するこ
とができた。

数年の間に水田作物を取り
巻く環境の変化が想定され
るため、その変化に対応し
得る強い経営力を持った組
織の育成が急務となる。
様々な施策を講じることに
より、今後も集落営農組織
の法人化を推進していく。

Ａ

H28 30法人 32法人 ○

H29 35法人

H31 45法人

H30 40法人

 評価シート　1 - 7



施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

H28取り組みと実績分析目標値 実績値 進捗度 今後の展開 評価
(見通し)

（３）久留米産農産物の販売力強化事業

・情報発信や包装資材等導入
  支援
・久留米ブランド農産物の
  育成
・農業団体等が行う輸出の取り
  組みに対する支援
・九州大学大学院農学研究院
  との先駆的連携事業の実施

市民の久留米
ブランド農産
物の認知度

―
▼
60%

H27 50％ 51％ ○
トップセールスをはじめ
様々な場面を活用し認知度
向上に努めたが、「くるモ
ニ」調査において、リーフ
レタスについて「知ってい
る」と答えたものは４４％
となった。

様々な機会・場面を捉え
て、久留米ブランド農産物
（特定品目）の認知度向上
を図っていくことで、久留
米産農産物の販売力強化や
農業・農産物への理解促進
につなげていく。

Ｂ

H28 52％ 44％ △

H29 55％

H31 60％

H30 58％

 評価シート　1 - 8



施策の基本的方向 ④ ： 久留米市での就業を応援する
年
度

【「久留米で創業」応援事業】
・インキュベーション機能の
　拡充やワンストップ相談
  窓口への専門家の配置、
  創業セミナー   の開催
・移住し空き家を活用して
  創業する人の空き家リノ
  ベーション助成などの検討
・金融機関と連携したクラウド
  ファンディングの活用支援
・まちなかインキュベーション
  施設の整備、空き家情報
　の提供

【学生・企業Ｗｉｎ²事業】
・人材確保・地元就職促進
  のための協議会の設置
・効果的なインターンシップ
  の仕組みの検討と地元
  就職コーディネーターの
  配置などによる推進
・地元就職意欲を喚起する
  施策の検討（就職活動の
  旅費助成など）
・地元中小企業の魅力を
  発信する情報誌の発行、
  大学等と連携した合同
  会社説明会の実施

─
▼
80件

H27

H31

創業融資件数

H30

進捗度 H28取り組みと実績分析 評価
(見通し)

 「久留米で創業」応援事業（政策パッケージ　２　雇用・就業応援パッケージ）
　学生・企業Ｗｉｎ²事業 （政策パッケージ　２　雇用・就業応援パッケージ）

今後の展開目標値 実績値施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

H28 70件 70件

67件 67件

73件H29

○

Ａ

○

76件

80件

筑後地域での創業件数は平
成26年度以降増加傾向にあ
るが、日本政策金融公庫と
地銀の協調融資の開始な
ど、市の新規開業資金制度
以外にも有利な金融商品が
誕生したことなどにより、
公庫は増えているが市は
減っているものの、トータ
ルでは目標を達成すること
ができた。

くるめ創業ロケット交流ス
ペースを活用した創業セミ
ナー等の開催により、創業
支援の入口を拡げ、金融機
関も構成メンバーである
「くるめ創業支援ネット
ワーク」と連携して創業支
援を行っていく。利用者増
加に繋がる方向の市の融資
制度の見直しを行う。

 評価シート　1 - 9



年
度

進捗度 H28取り組みと実績分析 評価
(見通し)

今後の展開目標値 実績値施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

高齢者にとって身近な校区
コミュニティセンター主催
の委嘱学級や旧４町で、高
齢者に就労についてのセミ
ナーをシルバー人材セン
ター等と連携して実施する
など、情報や機会の提供に
より、高齢者の技能や知識
の活用を促進し、就業を支
援していく。

Ａ

（１）高齢者の現役活躍支援事業

・ 70歳現役セミナーの開催
・ 就労機会の確保

65～70歳の市
民の、就労に
よる収入のあ
る人の割合

46％
▼
50％

H27

H29 48.5％

48.2％ ○

○ 県の70歳現役応援センター
やシルバー人材センターと
連携をした久留米市主催の
「60歳からの仕事探しセミ
ナー」等の効果や、年金受
給額の低下などによる高齢
者の労働意欲の向上によ
り、目標を達成することが
できた。

46.4％ 47.6％

H28 47.5％

H31 50.0％

H30 49.5％

 評価シート　1 - 10
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久留米市への新しい人の流れをつくる 
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久留米市キラリ創生総合戦略　評価シート

基本目標２　久留米市への新しい人の流れをつくる

650万人

H28年度にオープンした久
留米シティプラザや、久留
米市美術館、H30年度供用
開始予定の久留米総合ス
ポーツセンターへの来訪者
等をターゲットにした積極
的な取り組みを推進してい
く。

530万人

H30 680万人

H31 700万人

集計中 ―
（実績値は現在、各団体等
に照会中） Ａ

525万人

本年7月にオープン予定の
アンテナショップを核に、
効果的なＰＲを行うことで
交流人口の増加を図るとと
もに、移住サポート事業等
による移住者の受け皿づく
り等を推進することが重要
である。また、対東京圏の
社会動態の状況変化につい
て分析を行っていく。

550人
Ａ

550人 467人 ○

550人

550人
H28年度の転出超過数は、
名古屋圏、大阪圏、福岡市
で転出超過数が前年比で増
加したものの、東京圏は、
前年度167名の転出超過か
ら、124名の転入超過に好
転し、単年度で386人の転
出超過の実績。２年間の平
均でも目標を達成した。

評価
(見通し)

今後の展開H28取り組みと実績分析
基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値 進捗度

H28

547人 ○

550人

H29

△

600万人

数値目標

大都市圏への転出超過数

年間観光客数
515万人

▼
700万人

H27

650人／年
▼

5年間の平
均

550人／年

H27

H28

H29

H30

H31

評価シート　2 - 1



施策の基本的方向 ⑤ ： 久留米を知って感じてもらう

・久留米市PRイベントの開催によ
　る魅力の発信
・(仮称)移住・定住総合サイトの
  開設
・動画や広告、ＳＮＳ等、多様な
  手法を活用した久留米移住の
  話題づくり
・地域おこし協力隊を活用した
  地域情報の発信
・くるめふるさと大使制度の充実
・学生等との協働によるプロモー
  ションの実施
・発信力の高い民間企業と連携
  したプロモーションの実施
・各種支援メンバーとのネット
  ワークづくり
・協働による、移住促進イベン
  ト、久留米見学ツアー、移住
  体験パックの開催

移住促進
イベントの参
加者数

―
▼

200人

200人

H28

H30

○

集客力の高いイベントを見
極めながら効率的な出展に
努めるとともに、移住支援
団体等との協働により移住
希望者のニーズに対応した
見学ツアーを実施するな
ど、移住促進に向けた取組
を拡充する。

20,000件

179人H27

△

H31

21,866件 ○16,000件

H29 200人

200人 173人

H28

H29

H31

H30

Ａ

200人

東京、福岡の合同相談会や
東京、大阪でのトークライ
ブ、久留米見学ツアーな
ど、計23回のイベントに出
展又は開催したが、参加者
の合計人数は173人で、目
標値に達しなかった。

200人

H27

Ａ

20,000件

18,000件

久留米暮らしショートムー
ビーを新たに掲載するなど
公開中のＨＰの情報を拡充
し、H28年度のアクセス数
は目標値（H28年度）の
137％に達している。

18,028件14,500件

H29年度中に（仮称）移
住・定住総合サイトを構築
し、移住定住の情報発信の
強化を図る。

今後の展開進捗度
年
度

目標値 評価
(見通し)

実績値 H28取り組みと実績分析

14,149件
▼

20,000件

重要業績評価
指標(KPI)

施策名
基準値⇒
H31目標値

（１）「久留米暮らし？ いいね！」事業

(仮称)
移住・定住総
合サイトのア
クセス件数

△

評価シート　2 - 2



施策の基本的方向 ⑥ ： 希望の暮らしをサポートする

H31 240件

H30 240件

H28 240件 543件 ○

H29 240件

242件 ○

施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

今後の展開 評価
(見通し)

年
度

目標値 実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析

 移住サポート事業（政策パッケージ　３　移住・定住安心サポートパッケージ）

・（仮称）移住・定住総合相談
　窓口の設置、移住コンシェル
　ジュの配置
・移住・定住にかかる出張相談
　の実施
・移住・定住サポーターの設置
・地域での移住者受け入れ・サ
　ポート活動への支援
・転入ファミリーに対する住宅
　取得補助の拡充
・福岡都市圏等への新幹線等の
　通勤定期利用支援の実施

（仮称）
移住・定住総
合相談窓口へ
の相談件数

―
▼

240件

H28の窓口への問合せ総数
543件のうち408件を転入者
からの移住促進補助制度に
関する問合せが占めている
が、移住相談件数も88件
（H27:26件）へと大幅に増
加した。

H29年度にオープンするア
ンテナショップへの相談
コーナーの開設など、相談
窓口の拡充を図るととも
に、地域窓口や各専門窓口
と連携し、きめ細やかな相
談対応に努める。

Ａ

H27 240件

評価シート　2 - 3



施策の基本的方向 ⑦ ： 観光と文化で人を呼び込む

210万人

目標値施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

（実績値は現在、各団体等
に照会中）

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析

203万人 △

今後の展開 評価
(見通し)

230万人

 耳納北麓観光振興事業（政策パッケージ　１　耳納北麓（職遊一体型）グリーンアルカディア創生パッケージ）

・インバウンドの推進のための観
　光情報の発信強化、受入環境整
　備などの支援
・耳納北麓エリアの周遊ツーリズ
　ムやサイクルツーリズムの推進
・工場見学・体験コースの設置や
  誘客など産業観光推進の支援
・オルレコースの活用や外国クル
　ーズ船からの誘客の推進
・地域と連携した散策ルートの魅
　力づくり
・田主丸ふるさと会館の情報発信
　機能、観光案内などの強化
・高良大社の保存・修理等、高良
  山・耳納北麓エリアの歴史遺産
　の環境整備
・耳納北麓エリアで創業する人に
  対する支援

耳納北麓
エリア
観光客数

205万人
▼

230万人

H27

平成27年度にオープンした
オルレコースや、平成28年
度から新たに取り組んでい
る耳納北麓サイクルイベン
ト、東部エリアの周遊企
画、フルーツ観光農園への
支援などによる集客増が見
込まれるため、今後の目標
達成は十分可能であると考
えている。

Ａ

H28 215万人 集計中 ―

H29 220万人

H31

H30 225万人

評価シート　2 - 4



目標値施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析 今後の展開 評価
(見通し)

久留米
シティプラザ
来館者数

―
▼

612,800人

H27 ―

612,800人

H28 569,200人
平成２８年４月２７日の開
館以降、賑わい創出のため
のイベントや自主事業等を
行い、情報紙・ホームペー
ジ等による情報発信を行っ
た。

612,800人

来館者の拡大に向けて、自
主事業や提携事業における
魅力のある企画の実施や、
六角堂広場と連携した事業
の充実、利用者の使いやす
い貸館サービスの提供等に
努める。また、周辺市町村
との連携を通じて、より広
範で話題性のある効果的な
広報宣伝等により、交流拠
点としての魅力拡大と来館
者数の増加を目指す。

― ―

612,800人

534,853人

Ａ

 文化芸術・スポーツによる楽しみ創出事業（政策パッケージ　３　移住・定住安心サポートパッケージ）

△

H29

H30

（久留米シティプラザ文化にぎわ
　い創造事業）
・久留米市の特色を活かした公
　演、六角堂広場を中心にしたイ
　ベント等の自主事業の企画・実
　施
・出前公演等のプレ事業の実施や
  情報紙・ホームページ等による
  情報発信
・市民の文化芸術活動の発表や日
　常的な練習の場の提供

（市立美術館事業）
・特徴あるコレクション形成のた
　めの美術作品収集
・巡回展など魅力ある展覧会の開
　催と教育普及活動の充実
・石橋文化センターのイベントと
  連動した新たな美術館活動の展
　開
・美術館ボランティアの育成や寄
　附制度等の創設

（久留米総合スポーツセンター整
　備事業）
・県立体育館と市立の武道館・弓
　道場の一体的な改築
・全国・九州大会規模のスポーツ
　大会やプロの試合
  などの誘致

久留米市
美術館入館者
数

4.2万人
▼

７万人

H27

H31

―

70,000人

H31 70,000人

― ―
・平成28年11月19日の開館
に向けた準備及び、開館後
の運営に取り組んだ。
・久留米市美術品収集方針
に基づき13点の美術作品を
収集。
・2回の展覧会及び、子ど
も向けの展覧会を1回開
催。
・新たに3つの教育普及事
業を実施し、開館記念イベ
ントにて作品を展示。
・石橋文化センターにて開
催されたイベントに合わ
せ、美術館の延長開館を実
施。
・ボランティアの育成を継
続し、新たな寄附制度等を
創設。

久留米市美術館の目指すビ
ジョンである「とき・ひ
と・美をむすぶ美術館」に
基づき、コレクション形成
や、魅力ある展覧会、教育
普及活動等の取り組みを通
じて、目標の達成を目指
す。

Ａ

H28 30,750人 60,253人 ○

H29

H30 70,000人

評価シート　2 - 5



目標値施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析 今後の展開 評価
(見通し)

①ＭＩＣＥ誘致推進事業（政策パッケージ　４　オール久留米で観光客獲得パッケージ）
②インバウンド推進のための環境整備事業（政策パッケージ　４　オール久留米で観光客獲得パッケージ）
③西鉄沿線周遊観光推進事業（政策パッケージ　４　オール久留米で観光客獲得パッケージ）
④久留米版ＤＭＯ設置事業（政策パッケージ　４　オール久留米で観光客獲得パッケージ）

（ＭＩＣＥ誘致推進事業）
・ＭＩＣＥ開催支援制度の拡充
・宿泊施設整備支援制度の創設
・アフターコンベンション商品
  （[仮称]くるくるチケット）の
  造成
・ＭＩＣＥ主催者へのワンストッ
　プサービス体制の構築

（インバウンド推進のための環境
  整備事業）
・オルレコースの活用や外国クル
　ーズ船からの誘客によるインバ
　ウンドの推進《再掲》
・免税店の普及拡大や観光案内所
  業務の拡充、外国語表記の観光
  サインの整備、及びウェブでの
  情報発信（外国語含む）の強化
・留学生との協働による観光サポ
　ート体制の整備

（西鉄沿線周遊観光推進事業）
・誘客、周遊性を高めるための拠
　点施設や観光サイン等の整備の
　支援
・酒蔵と食や史跡などの地域資源
　を組み合わせた観光パッケージ
　の商品化

（久留米版ＤＭＯ設置事業）
・久留米版ＤＭＯ（観光事業推進
  組織）の設置
・金融機関等による観光事業者向
　けの金融商品創設検討

市内宿泊者数

38.8万人
▼

10％増
(対平成26

年比)

H27 38.8万人 43.4万人 ○

（実績値は現在、各団体等
に照会中）

平成28年夏から平成30年春
頃まで、市内のグリーン
リッチホテルが、建替えの
ために宿泊者の受け入れが
できないが、リニューアル
オープン後の目標達成は、
可能と思われる。

Ａ

H28 38.8万人 集計中 ―

H29 38.8万人

H30 42万人

H31 42.7万人

70件 51件

H29
ＭＩＣＥ開催
支援件数

37件
▼

100件

H27 40件

80件

H30 90件

42件 ○

×

H31

支援件数は平成27年度から
確実に伸びているが、久留
米シティプラザの本格稼動
が8月だったことやスポー
ツ大会等への支援が少な
かったため、目標には達し
ていない。

久留米シティプラザや平成
30年度供用開始予定の久留
米総合スポーツセンターを
活用し積極的な誘致を推進
することで、今後の目標達
成は、可能と思われる。

Ａ

H28

100件

評価シート　2 - 6



目標値施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析 今後の展開 評価
(見通し)

・すいすい自転車サイクルツーリ
  ズムの推進
・地域密着観光セミナーの開催
・地域おこし協力隊の活用による
  地域の活性化

地域密着観光
イベント参加
者数

36.1万人
▼

10％増
(対平成26

年比)

（１）地域密着観光事業

H27 36.8万人

38.3万人

H31 39.7万人

H30 39.0万人

42.1万人 ○

（実績値は現在、各団体等
に照会中）

平成28年度から新たに取り
組む西鉄沿線周遊観光事業
や耳納北麓サイクルイベン
ト、東部エリアの周遊企画
イベントなどによる集客集
客増が見込まれるため、今
後の目標達成は十分可能で
あると考えている。

Ａ

H28 37.5万人 集計中 ―

H29

（２）みどりの里地域活性化事業

・地域と連携した散策ルートの
  魅力づくり《再掲》
・農家レストラン、民泊施設等の
  支援
・久留米つばきフェアの開催

耳納北麓
エリア
観光客数

183万人
▼

230万人

H27 210万人 203万人 △

（実績値は現在、各団体等
に照会中）

平成28年度から取り組む
「農業体験」の実施ととも
に、飲食施設・加工品等の
販売、農家民泊などの検
討・実施により、農業者の
所得向上と併せて地域への
入込客数の増を図り、目標
達成を目指す。

Ａ

H28 215万人 集計中 ―

H29 220万人

○

H30 225万人

H31 230万人

H28 150人 243人 ○

260人

（３）Ｗｉ-Ｆｉ環境構築事業

・Ｗｉ-Ｆｉ環境の構築

公衆無線
ＬＡＮに
アクセス
した件数

―
▼

550人／日

H27 整備 整備完了
平成２８年度は、目標値を
上回る利用状況となった。
提供エリアでイベントが行
われるとそれに連動して利
用状況が増加する傾向にあ
る。

H29

ＨＰやポスター等で周知を
行いつつ、観光地や他の公
共施設などへのアクセスポ
イントの整備を検討し、利
用者の利便性の向上を図
る。

Ａ

H31 550人

H30 400人

評価シート　2 - 7



目標値施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

実績値 進捗度 H28取り組みと実績分析 今後の展開 評価
(見通し)

（４）音楽によるまちづくり推進事業

・くるめ街かど音楽祭、くるめ
  ライブチャレンジの開催
・アマチュアミュージシャンが
  演奏技術等を競い合い、高め
  合うイベントの開催、音楽関係
  者等と連携した人材の発掘、
  育成・支援
・才能ある人材の情報収集、情報
  発信によるＰＲ支援

「くるめ街か
ど音楽祭」来
客数

9,500人
▼

14,000人

H27 10,000人 17,000人 ○ H28も、目標値を大きく上
回った。その要因として
は、4年目を迎え、企画内
容やPRの工夫、更に久留米
シティプラザを会場の一つ
とすることで、事業の認知
度が高まってきたことが考
えられる。

天候等に左右される可能性
もあるが、さらに創意工夫
を重ねながら、前年度を上
回る集客を目指し事業を展
開していく。

Ａ

H28 11,000人 20,300人 ○

H29 12,000人

H30 13,000人

H31 14,000人

（５）歴史ルートづくり事業

・「(仮称)久留米歴史ストー
  リー」の創出
・民間企業や団体等と連携した歴
　史関連イベントの実施
・高良大社の保存・修理等、高良
  山・耳納北麓エリアの歴史遺産
  の環境整備《再掲》

高良山耳納北
麓エリアでの
歴史関連イベ
ント集客数

―
▼

5,000人

H27 ― ― ―
H28は、地域と協働して歴史公
園の活用等を実施したこと
で、目標値を上回る集客が実
現した。また、久留米オープ
ンデータ活用推進研究会によ
る高良山史跡データベース作
成に協力し、今後のストー
リー作成及び活用方法の検討
の基礎となった。

事業の目的を意識しなが
ら、より効果的な活用に繋
げる方法を見据えて事業を
実施し、目標を達成を目指
す。

Ａ

H28 4,400人 4,431人 ○

H29 4,600人

H30 4,800人

H31 5,000人

評価シート　2 - 8



 

 

 

基本目標３ 

若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる 
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久留米市キラリ創生総合戦略　評価シート

基本目標３　若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる

施策の基本的方向 ⑧ ： 希望がかなう就労環境を整える

6件

ワークライフバランス推進
助成金（①代替要員確保助
成②環境整備助成）につい
て、周知・広報を徹底し、
利用促進を図っていく。

Ｂ

1件 ×

―

H28 4件

・男性労働者の育児休業取得促
　進
・在宅勤務、モバイル勤務の実
　現等、ワーク・ライフ・バラ
　ンス推進にかかる経費の助成
・企業訪問体制の強化による仕
　事と子育ての両立支援等の周
　知・啓発
・保護者の職場を訪問する「子
　どもの職場参観日」の取り組
　み支援

10件

H31 10件

 ワーク・ライフ・バランス応援事業 (政策パッケージ　２　雇用・就業応援パッケージ)

ワーク・ライ
フ・バランス
の推進にかか
る企業への助
成件数

―
▼

計30件

H27 ―

H30

H29

育児・介護休業法を上回る
就業規則の改定に対し助成
（環境整備助成）を行っ
た。対象企業への周知に努
めたが、制度開始初年度で
もあり、目標を達成するこ
とはできなかった。

―

施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値
重要業績評価
指標(KPI)

H28取り組みと実績分析実績値 今後の展開 評価
(見通し)

進捗度

これまで取組んできた待機
児童対策、病児保育事業・
学童保育事業の拡充に加え
て、妊娠期から途切れない
支援を実施するために（仮
称）くるめ親子支援セン
ターを設置し、更なる子育
て環境の充実を図る。

Ａ

73.0％ 78.1％ ○

75.0％

78.0％

80.0％

72.0％ 78.7％ ○
「全国トップクラスの子育
てしやすいまち」の実現を
目指して、待機児童解消に
向けた保育士確保等の施策
の検討、病児保育事業実施
施設の開設や学童保育の高
学年受入校区の拡大など、
保育・養育の支援策の充実
に努めた。

70.8%
▼

80.0%

H27

H28

H29

H30

H31

評価
(見通し)

今後の展開H28取り組みと実績分析

子育てしやすいと思う市民の割合

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値 進捗度数値目標

 評価シート　3 - 1



施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値
重要業績評価
指標(KPI)

H28取り組みと実績分析実績値 今後の展開 評価
(見通し)

進捗度

Ｂ

12.9％ △ 平成28年度に設置した久留
米市雇用･就労推進協議会
において、合同会社説明会
の実施やインターンシップ
の対象拡充の検討を進めた
が、全国的に有効求人倍率
が上昇し、大都市圏での就
職が増加したため、目標値
を下回ることとなった｡

地元企業情報誌｢くるめで
働こう!｣の発行や、イン
ターンシップ向け企業説明
会の開催とともに、久留米
市雇用・就労推進協議会で
産学官金労の連携強化によ
り、効果的な新規事業を検
討、実施する。

H31

H29

17.0％

H30 16.0％

H28 14.0％ 11.2％ ×

固定的性別役割分担意識を
解消するため、事業主・労
働者を含めた市民等への啓
発を同時に進め、様々な分
野への女性の参画やワー
ク・ライフ・バランス推進
などの取り組みを一層充実
させる。

・キャリアコンサルタントの活
　用による就労支援の強化
・企業訪問体制の強化によるイ
　ンターンシップ制度の普及促
　進

市内の大学等
の卒業者の市
内企業への就
職率

12.1％
▼
17%

H27 13.0％

15.0％

事業主・労働者を含めた市
民等へのセミナーの実施や
啓発、情報提供等を行い、
固定的性別役割分担意識の
解消に努めた。（KPIは5年
に1度の男女平等に関する
市民意識調査により把握）

・第２期実施計画の策定及び施
　策の進捗管理 Ｂ

（２）若年者雇用安定促進事業

H30 ─

H31

「男は仕事、
女は家庭」と
いう考え方に
同感しない人
の割合

53.4%
▼
60%

H27 ―

H28 ─

60.0％

H29 ─

─ ―

― ―

ＡH29 計690人

○

H28

女性活躍促進
事業の講座等
の受講者数

―
▼

計1,150人

各種団体との連携により、
多くの参加者を確保するこ
とができた。
【事業実績】
①政策参画講座150人
②次世代育成男女共同参画
促進事業46人
③就業継続支援事業65人

H30 計920人

計515人 ○

計230人 計254人

（１）男女共同参画行動計画の総合的推進事業

H31 計1,150人

今後も更に講座の参加者を
確保するため、講座の準備
段階から各種団体等と連携
し、周知を図る。

・女性の就業継続のための経営
　者向けマネジメントセミナ
　ー、従業者向け講座の開催
・女性の再チャレンジ応援セミ
　ナーの開催
・地域における人材育成講座の
　開催
・次世代男女共同参画講座の実
　施

計460人

H27

 女性活躍促進事業 (政策パッケージ　２　雇用・就業応援パッケージ)

 評価シート　3 - 2



施策の基本的方向 ⑨ ： 結婚から出産までの不安を軽くし、希望の実現を後押しする

23校区 ○

H31 45校区

H29

─

─
▼

45校区

H27 ―

H30 44校区

―

Ｂ

入所希望者がさらに増えて
おり、平成28年4月の待機
児童数は前年より増加し
た。そこで、28年度は施設
整備等により定員を44人増
やしたり、保育士雇用に係
る費用の助成・潜在保育士
への給付金助成などの保育
士確保策の検討を進めた。
また、保育園等の入所調整
においては、保護者の希望
を把握し、きめ細やかな調
整を行った。

「くるめ子どもの笑顔プラ
ン」の中間年において、こ
れまでの取組みや潜在的な
保育ニーズなどを改めて検
証し、必要な見直しを行う
ととともに、不足する保育
士の確保に向けた取組みを
進め、保護者の入所希望に
合った形での受入れ体制の
確保に取り組む。

高学年の受入れ未実施の校
区での速やかな高学年児童
の受入れ開始に向けて、学
校内の特別教室などの施設
活用について関係機関との
調整を継続して実施すると
ともに、他の新たな受入れ
方策についても検討を行
う。

平成28年度より現有施設で
対応可能な23校区で高学年
受入れを開始した。また、
平成29年４月からの高学年
児童受入れ開始に向け、学
校など関係する機関との協
議・調整を行った。

Ａ

放課後児童ク
ラブにおける
高学年受け入
れ校区数

H28取り組みと実績分析 今後の展開 評価
(見通し)

施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値 進捗度

―

  子育てつよーいみかた事業(政策パッケージ ３　移住・定住安心サポートパッケージ)

―

H30

子ども相談窓口にて、子育
てや家族の問題、経済面で
の不安等に関する相談を受
けた。平成28年9月からは
地域子育て支援センターに
おける「出張相談」を実施
し、相談を受けた。
【平成28年度相談件数】
電話・メール相談：208件
来庁相談：158件
出張相談：234件

平成29年10月以降、（仮
称）くるめ親子支援セン
ターを家庭子ども相談課内
に設置し、これまでの子育
て全般に関する相談のみな
らず、妊娠期から途切れな
い支援を実施する。総合相
談窓口のワンストップ化・
充実に向け、保健師、社会
福祉士、保育士の専門職を
新たに配置し、更なる強化
に取り組む。

Ａ

H27 ―

1箇所

H28

― ―

―

―

H31 6箇所

36校区

H28 23校区

H29・（仮称）くるめ親子支援セン
　ターの設置
・私立保育所・認定こども園の定
　員増のための整備への支援、保
　育士・保育所支援センターによ
　る保育士の紹介・斡旋の実施
・保育士雇用の安定を図るため
　保育所等における保育士雇用
　に係る費用への助成を実施
・潜在保育士の掘り起こしのため
　の給付金助成の実施
・緊急的・一時的保育ニーズに対
　応するための病児保育や一時
　預かり保育の拡充
・教室等を活用した高学年児童の
　学童受入拡大、放課後児童支援
　員の資質向上のための研修の実
　施
・保育所などにおける完全給食の
　実施
・出前型の訪問療育事業、保育所
　等への巡回相談の実施、子ども
　発達支援センター機能の整備な
　ど 待機児童数

33名
▼
0名

（仮称）くる
め親子支援セ
ンターの設置
箇所数

―
▼

6箇所

1箇所

―

―H27 ― 33名

H28 ─ 78名

H30 0名

H29

H31 0名

評価シート　3 - 3



H28取り組みと実績分析 今後の展開 評価
(見通し)

施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値 進捗度

―
▼

60事業所

H27 ―

36事業所

（仮称）くる
めボラ婚の事
業参加者数

―
▼

計80名

（仮称）くる
め婚活部

総合情報サイトを開設し、
市が行う婚活イベントのほ
か、結婚に関する情報の提
供を実施していく。

―

― ― ―

H31 48,000件

44,000件

・若者世代が将来設計を考える機
　会の提供、ライフステージに応
　じた必要な情報提供
・恋愛結婚応援セミナーの開催
・結婚・妊娠・出産・子育て支援
　総合情報サイトの構築と運営
・出会いの場創出応援プログラム
　「（仮称）くるめボラ婚」の実
　施
・出会いの場創出応援プログラム
　「（仮称）くるめ婚活部」の実
　施
・婚活バスツアー＆パーティーの
　充実

恋愛結婚応援
セミナー事業
参加者数

18名
▼

計300名

総合情報サイ
トへのアクセ
ス数

―
▼

48,000件
Ａ

（１）くるめぐりあい応援事業

─

H29

H30 46,000件

H27

H28 ─

H29 計20名

H27

―

―

「キラリくるめ婚活部」の
中で3回のセミナーを開催
し、延べ69名の参加があっ
た。実践コーナーは全員が
参加できるなど、適正な規
模で実施することができ
た。

○

平成29年度からの本格稼動
に向けて、サイトの作成作
業を行った。

―

○

―

平成29年度は「キラリくる
め婚活部」の開催回数を6
回に増やし、参加者数の拡
大を図る予定。

ふるさとみずま祭り及び城
島観光案内サイン作成にお
いて、独身男女がボラン
ティア活動に従事し、
活動後に交流会に参加する
事業を実施する。

計30名 計98名

―

平成29年度からの事業実施
に向けて事業内容の検討を
行った。

―

H31

Ａ

H27

計300名

国の結婚支援に関する動向
を注視しながら、市内企
業･団体の結婚支援に対す
る機運醸成に努め、登録企
業数の拡大を図っていく。

H28

H28 計150名 計167名

H29 計210名

H30 計270名

Ａ

H28 30事業所 ○

H29 40事業所

―

H30 50事業所

60事業所

H30 計50名

H31

―

H31 計80名

「キラリくるめ婚活部」と
して、委託先の結婚支援
コーディネーターとともに
市内の企業･団体等に登録
を呼びかけ、36事業所の登
録を得た。

Ａ

評価シート　3 - 4



H28取り組みと実績分析 今後の展開 評価
(見通し)

施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値 進捗度

36校

H27

　学校が抱える教育課題の
解決を学校・家庭・地域が
協働して取り組む体制づく
りを支援し、その推進、拡
大を図っていく。
　また、地域学校協議会会
長等研修会などを通して、
学校・家庭・地域が連携・
協働した活動の充実化を図
る。

42校

　28年度は、地域学校協議
会に対して、学力と生活習
慣の両面から提言を行うよ
う依頼した。
　学習習慣定着の向上など
学校が抱える教育課題の解
決に向けた取組を学校・家
庭・地域が協働して実践す
る学校が、平成27年度より
12校増加し、目標値を超え
ることができた。

×30校 25校

Ａ

H28 33校 37校 ○

H29

H30 39校

H31

・小学校での少人数授業の実
　施、全中学校への学力向上コ
　ーディネーター配置、中学生
　を対象にした「くるめっこ
　塾」の拡大
・地域と学校が連携して行う教
　育課題の解消に向けた活動の
　支援
・小学校への生徒指導サポータ
　ーの配置、中学校での校内適
　応指導教室の設置
・スクールカウンセラー、スク
　ールソーシャルワーカー及び
　スーパーバイザーの配置に
　よる教育相談機能の強化、
　いじめ問題対策連絡協議会
　の設置
・くるめ学子どもサミットの開
　催

教育課題の解
消に向けた活
動を実践する
学校数

28校
▼
42校

全国学力・学
習状況調査の
正答率

全教科区分
で全国平均
よりマイナ
ス２～３ポ
イント

▼
全教科区分
で全国平均

以上

H31
全国平均

以上

H29

H28
全国平均
▲1.8以上

H30
全国平均
▲0.6以上

全国平均
▲1.2以上

×

小中平均
 ▲3.05
小 ▲2.3
中 ▲3.8

全国平均
▲2.4以上

H27

（２）げんきに学ぶくるめっ子事業

　市の非常勤講師の配置な
どにより、少人数授業の実
施や教員体制の強化に引き
続き取り組み、さらに放課
後学習の場を充実させるな
ど、児童・生徒の状況に応
じた、きめ細やかな学習機
会を提供していく。
　指導主事による小中学校
への学習指導訪問を新たに
開始し、授業力向上に関す
る指導助言を充実させる。
　また、新学習指導要領の
実施を見据え、外国語教育
の推進に着実に取り組む。

Ｂ

小中平均
 ▲2.60
小 ▲1.7
中 ▲3.5

×

　28年度は、先進市である
福井市・秋田市を視察し、
学力の保障と向上をテーマ
に、これまでの取り組みの
改善や新たな取り組みにつ
いて、総合教育会議で協議
した。
　小学校は0.6ﾎﾟｲﾝﾄ ､中学
校は0.3ポイント、平成27
年度からそれぞれ改善した
結果、小中平均では0.45ポ
イント改善し、全国平均と
の差が縮まった。

評価シート　3 - 5



H28取り組みと実績分析 今後の展開 評価
(見通し)

施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値 進捗度

―

H29 県平均以上

H27

H27

H28

96.7％ ○

H31

県平均以上

不登校児童生
徒の割合

(小)0.25
(中)2.95

▼
小･中それ
ぞれで全国
平均以下

（小）0.20
（中）2.92

小･中それぞれで全
国平均以下

（小）0.25
（中）2.91

小･中それぞれで全
国平均以下

H29

・小学校での少人数授業の実
　施、全中学校への学力向上コ
　ーディネーター配置、中学生
　を対象にした「くるめっこ
　塾」の拡大
・地域と学校が連携して行う教
　育課題の解消に向けた活動の
　支援
・小学校への生徒指導サポータ
　ーの配置、中学校での校内適
　応指導教室の設置
・スクールカウンセラー、スク
　ールソーシャルワーカー及び
　スーパーバイザーの配置に
　よる教育相談機能の強化、
　いじめ問題対策連絡協議会
　の設置
・くるめ学子どもサミットの開
　催

いじめ解消率
91.6%
▼

県平均以上

　いじめアンケートの定期
的な実施や校内いじめ問題
対策委員会の開催により、
いじめを正確に、漏れなく
認知し、早期発見、早期対
応に引き続き努める。
　また、児童相談所や警察
等関係機関で構成するいじ
め問題対策連絡協議会にお
いて、情報共有化や連携の
強化を図る。

Ｂ

―

Ａ

○

　28年度は、中学校の校内
適応指導教室を全校に配置
するとともに、スクールカ
ウンセラーを１名増員し
た。
　28年度の全国平均値が未
発表であるが、28年度の市
の実績値は小0.20 中2.95
となった。

　マンツーマン方式の対応
や県の不登校対策推進プラ
ン（福岡アクション３）を
着実に実施し、さらに校内
適応指導教室の設置や生徒
指導サポーターの配置な
ど、不登校の未然防止、早
期発見及び早期対応に引き
続き取り組む。
　また、スクールカウンセ
ラー、ソーシャルワーカー
の配置を充実し、教育相談
体制を強化して専門的知見
に基づく学校や家庭への支
援を行う。

　28年度は、引続きいじめ
アンケート等による早期発
見、早期対応に努めた。
　28年度の県平均値が未発
表であるが、28年度の市の
実績値は88.5％となった。
なお、いじめの認知件数は
26年度から大幅に増えてい
る。

H31 県平均以上

H30 小･中それぞれで全
国平均以下

H30 県平均以上

H28 県平均以上 88.5%

小･中それぞれで全
国平均以下

小･中それぞれで全
国平均以下
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久留米市キラリ創生総合戦略　評価シート

基本目標４　安心な暮らしを守る

77.0％

80.0％

79.0％

78.0％

H27

H30

H31

H28

数値目標

空き家所有者を対象とした
意向調査や空き家相談会な
どを実施し、積極的な事業
展開を行ったが、まだ市民
へ目に見える形での成果が
十分でなく、目標に対して
未達となっている。
一方、コミュニティサイク
ルの利用など、大幅に増加
している事業も出始めてい
るていることから、進捗度
は未達でありながら割合は
少しづつ上がってきている
と評価する。

コールセンターによる健診
予約受付や、ドクターカー
の本格運行、内水ハザード
マップの作成など、安全安
心の取り組みや、「広報く
るめ」への特集記事の掲載
やパンフレットの作成配
布、研修会や各種市民イベ
ントの開催などの取り組み
が、一定の効果につながっ
たが、さらに市民への分か
りやすい広報・周知が必要
である。

住み続けたいと思う市民の割合

H26基準値⇒
H31目標値

年
度

H29

76.0％ 73.0%

目標値

75.4%
▼
80%

進捗度 評価
(見通し)

今後の展開H28取り組みと実績分析

×

地域提案型空き家活用事業
や空き家活用推進協議会に
よる庁内、庁外の連携を図
りながら、具体的な空き家
活用事業を市民に働きかけ
る。
また、各種交通政策につい
ては、今後に期待できる要
素として更に積極的に取り
組んでいきたい。

市民の安全、安心のつなが
る各種事業や考え方などに
ついて、市民が実感をもっ
て住みつづけたいと思える
ように、市民に分かりやす
く、共感していただける広
報・周知に努めるととも
に、さらに継続して取り組
みを推進していく。

Ｂ

×

実績値

76.4%

評価シート　4 - 1



施策の基本的方向 ⑩ ： 中心拠点と地域生活拠点の機能を高め、暮らし続けられるコンパクトなまちをつくる
基準値⇒
H31目標値

年
度

―

―

重要業績評価
指標(KPI)

施策名

 空き家活用新生活推進事業（政策パッケージ 3 移住・定住安心サポートパッケージ）

H29

H30

20戸

・空き家情報バンクや空き家活用
　リフォーム助成の実施
・エリアマネジメントの手法を取
　り入れた空き家の活用など地域
　の一体的な住環境の向上
・地域と連携した空き家リノベー
　ションの推進や移住者向け空き
　家活用お試しハウスの整備

生活支援交通
（よりみちバ
ス）導入地域
数

―
▼

3地域

空き家等を活
用した取り組
み数

空き家活用件
数

―
▼

20戸

10戸

H31

目標値

H30

1地域

16戸

18戸

0箇所 Ｂ

×

Ｂ

2地域

0箇所

評価
(見通し)

H28取り組みと実績分析 今後の展開実績値 進捗度

1箇所

（１）地域特性を活かした周辺地域形成事業

・空き家を活用した交流サロン等
  の整備など、地域の主体的な取
  り組みへの支援
・買い物弱者のための取り組みに
  対する支援
・生活支援交通（よりみちバス）
  の導入
・立地適正化計画の策定による
　誘導策の検討・実施

空き家所有者を対象とした
意向調査や空き家相談会を
実施し、空き家情報バンク
の登録促進を図った。
空き家活用リフォーム助成
事業については、対象エリ
ア等の要件により目標値に
至らなかったため、実績を
踏まえて制度の見直しを行
なった。

×
調査や相談会、空き家情報
バンク等を通じて、継続的
に空き家の流通促進を図る
とともに、空き家活用推進
プロジェクトや空き家活用
推進協議会による庁内、庁
外連携を図りながら、空き
家活用事業の検討、実施を
推進する。

―
▼

2箇所

2戸

13戸 4戸

0箇所

H28

H27

各地域の利用状況や運行後
における意見を把握、分析
する。
また、地元住民等にバス停
の管理をしてもらうなど、
行政と住民が一体となった
取組みを行うほか、地元商
店にも協力を仰ぎ、利用促
進策についても検討してい
く。

H28

H29

H31

H30 0地域

H27

地域提案型空き家活用事業
を段階的に実施し、事業の
実績を踏まえて、プロジェ
クトや協議会による制度の
見直し等を図る。

H31 1箇所

H28

H27 0箇所

H29

0箇所

地域提案型空き家活用事業
の実施に向けて、空き家活
用推進プロジェクト検討
チームによる部局横断的な
事業検討の協議を行った。

Ａ

北野地域では３回、城島地
域では５回、交通検討会を
開き、よりみちバスの利用
状況の報告及び改善点等協
議を行った。
城島地域では３月にダイヤ
改正を行うとともに、１ヵ
月間の無料乗車キャンペー
ンを実施した。

2地域

0地域 0地域 ―

0地域

○

評価シート　4 - 2



評価
(見通し)

H28取り組みと実績分析 今後の展開実績値 進捗度目標値
重要業績評価
指標(KPI)

施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

Ａ

58,900㎡H30

H27

H30

H31 1,472戸

4,900㎡

Ｂ

「住宅の質の向上」を効果
的に図るため、省エネ改
修、バリアフリー改修を重
点的に支援する制度に変更
しており、29年度は30戸分
の増額をしている。
今後もニーズの把握を図り
ながら、質の向上に取り組
んでいきたい。

Ａ

○

新世界地区（第2期工区）へ
の支援を行い、平成28年12
月に住宅・店舗の工事が完
了できた。
銀座地区においても、6階躯
体まで施工が進み、予定通
りの進捗である。

銀座地区では、平成30年3月
末の工事完成に向け、順調
に施工が進められているこ
とから、平成31年度までの
目標値達成は可能と考えて
いる。

―

1,272戸

752戸

○

872戸

○

H28年度より、「住宅の質の
向上」を効果的に図るた
め、省エネ改修、バリアフ
リー改修を重点的に支援す
る制度に変更したが、予算
が減額となったことから、
目標値を達成できていな
い。
（H27予算：200戸→H28予
算：70戸→H29予算：100
戸）

○

△

680戸

2件H27

H30

2件

91戸

0戸

H31 ─

H30 ─

（３）住生活推進事業

中間発表では５件の学生の
アイデアが提案された。う
ち４件が採択され、実施し
た。

社会人の協力による継続的
なバックアップ体制を目指
したが、困難と判断せざる
を得ない状況となったた
め、別の手法で学生のアイ
デアの活用に取り組む。

学生まちなか
賑わいコンペ
事業の応募件
数

―
▼

10件

H29

8件

6件

0戸

売却対象とした跡地の全て
に応募者があり、購入者に
より新規住宅が整備される
こととなっている。
一方、市営住宅入居者との
移転協議等の事前準備が
整っておらず、売却に至っ
てないものも多い。

引き続き、売却に先立つ事
前準備を進め、可能なもの
から売却を進める。

Ｂ

2,407㎡ ×

672戸

H28

H29

84戸

H28

H27

91戸

定住等に資す
る市営住宅跡
地の売却面積

H27

H28

住宅リフォー
ム助成件数
（累計）

銀座地区、新
世界地区での
優良建築物等
整備事業の整
備戸数

H31

―
▼

175戸

・優良建築物等整備事業や市街地
  再開発事業の支援
・学生まちなか賑わいコンペ事業
  の実施
・中心商店街の空き店舗のリノベ
　ーションの機運醸成及び活用支
　援
・まちなか地域物産店の整備
・立地適正化計画の策定による
　誘導策の検討・実施

10件

4件

H28 13,700㎡ 11,440㎡ △

H29 32,300㎡

・バリアフリー化等へのリフォー
  ム助成の実施
・定住等に資する市営住宅跡地の
　活用
・子育てマンションの認定に向け
　た取り組み

1,072戸

5件

（２）中心拠点整備事業

―
▼

62,700㎡

472戸
▼

1,472戸
H29

H31 62,700㎡

評価シート　4 - 3



評価
(見通し)

H28取り組みと実績分析 今後の展開実績値 進捗度目標値
重要業績評価
指標(KPI)

施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

139回/
人・年

132回/
人・年

136回/
人・年

（５）公共交通利用促進事業

自転車利用促進に向け、引
き続き、各種事業を実施し
ていく。
コミュニティサイクルの利
用者向上に向けては、広報
ＰＲを強化していくととも
に、利用者ニーズを捉えた
料金体系の見直しやサイク
ルポート、ホテル等をはじ
めとする貸し借り場所の追
加を検討するなど、利便性
の向上に取り組む。

○

Ｂ

H27

Ａ

H28 26,522人 ○
自転車利用促進に向け、各
種事業を展開しており、コ
ミュニティサイクルについ
ては、サイクルポートの増
設やイベント等における登
録キャンペーン、街頭での
ガイドブック配布等に努
め、H28時点で、H31の目標
を上回る結果となった。

H29 16,600人

11,311人

―
▼

20,000人

H27 10,000人

H31 20,000人

H30 18,300人

14,900人

143回/
人・年

公共交通の利用促進に向
け、赤字路線バスの再編や
バス、鉄道ともに観光等の
地域資源を活かした魅力づ
くり(周遊パック等)に取り
組む必要がある。
また、利便性向上となるバ
リアフリー化等の機能強化
に努める。
「バス・鉄道フェスタ」に
ついても昨年度同様開催
し、多くの人に公共交通に
慣れ親しんでもらう機会を
作っていく。

141回/
人・年

×

137回/
人・年

135回/
人・年 ×

路線バスに親しんでもらう
ことを目的として、Ｈ２６
年度から「くるめバスの日
まつり」を開催していた
が、Ｈ２８年度はバスだけ
ではなく鉄道も含めた「バ
ス・鉄道フェスタ」で公共
交通全般に親しんでいただ
くイベントを開催した。
目標には未達であるが、Ｊ
Ｒ久留米駅の利用者数が伸
びていることから実績値は
増加傾向である。

・路線バス社会実験の実施
・既存バス路線の活性化に向けた
  取り組みの実施
・交通結節点機能強化や駅構内の
  バリアフリー化に向けた取り組
  みの実施

地域公共交通
の年間乗降回
数

136回/
人・年

▼
143回/
人・年

・コミュニティサイクルの運営や
  サイクルポートの増設
・自転車走行空間の整備
・サイクルマップの作成やサイク
  ルイベントの開催

コミュニティ
サイクル延べ
利用者数

（４）自転車利用促進事業

H28

H29

H30

H31
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評価
(見通し)

H28取り組みと実績分析 今後の展開実績値 進捗度目標値
重要業績評価
指標(KPI)

施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

（６）幹線道路整備事業

71.0%

H27 71.0%
・幹線道路網の検討と国・県への
  整備要望
・中環状道路（合川町津福今町
  線）の整備
・内環状道路（東櫛原町本町線）
  の整備

環状道路（中
環状・内環
状）の整備率

71.0%
▼

90.0%
Ｂ

H28 71.0% 71.0% ―

H29

71.0% ― 中環状道路・内環状道路と
もに、用地交渉ほか物件移
転などを行い、継続的に事
業進捗に取り組んでいる。
H28年度現在、約8.6km中、
71%(約6.1km)について整備
後一般供用されている状況
である。

H29年度に制度の拡充を行
い、既築住宅等への設置を
一層推進するとともに、エ
ネファームの環境性能につ
いて広報の充実を図る。
また、より活用しやすく、
効果の高い制度とするため
に、エネファーム＋太陽光
発電＋ＨＥＭＳ等の包括的
なシステムに対する補助制
度を検討することで、新エ
ネルギーの普及を目指す。

（７）新エネルギー政策推進事業

H30 90.0％

H31 90.0％

H31

中環状道路は平成32年度(事
業認可期間)、内環状道路は
平成35年度(事業認可期間)
を最終目標として事業進捗
を図っており、H30年度にお
いて約8.6km中、90%(約
7.7km)の一般共用開始を目
標とする。

・エネファームの普及に向けた助
　成制度の創設
・新エネルギー導入に向けた研究

エネファーム
普及率

0.08%
▼

1.00%

0.12％ × H28エネファーム設置台数は
19台で、累積台数は173台で
あり、補助金交付件数も増
加傾向にあるため、エネ
ファームの普及に寄与して
いるものと考える。
温室効果ガス排出量削減の
ためエネルギー利用の効率
化を促進するとともに、災
害に強いエネルギーシステ
ムの構築に向けて、更なる
取り組みが必要であると考
える。1.00％

Ｂ

H28 0.45％ 0.135％ ×

H29

H27 0.27％

0.63％

H30 0.81％
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評価
(見通し)

H28取り組みと実績分析 今後の展開実績値 進捗度目標値
重要業績評価
指標(KPI)

施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

・公共施設の総合的かつ計画的な
  管理に関する計画の策定
・施設評価基準の作成、個別施設
  の評価実施
・施設の安全性確保や経費削減の
  検討、実施

0％

H31 1％

H28 100％

Ｂ

H28 ― ― ―

H29 0％

H30

施設評価を行うための評価
基準を作成し、定量的に把
握できる情報をもとに、個
別施設の評価を行った。

評価結果や市議会の意見等
を参考としながら、施設の
統廃合等について、各施設
を所管する部局による主体
的な検討を促していく。

― ― ―

建築施設の床
面積の削減

109万㎡
▼

1％（約1万
㎡の削減）

H27

H27 ― ―

（８）公共施設の総合的・計画的な管理推進事業

個別施設の評
価実施

―
▼

100%

施設評価を行うための評価
基準を作成し、定量的に把
握できる情報をもとに、個
別施設の評価を行った。

―

H30 100％

100％

評価結果や市議会の意見等
を参考としながら、施設の
統廃合等について、各施設
を所管する部局による主体
的な検討を促していく。

100％

Ａ

○

H29

H31 100％
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施策の基本的方向 ⑪ ： 健康で安心して暮らせる日常を守る

施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値

各種がん検診
の平均受診率

16.5%
▼

26.5%

H27 16.8%

26.5％

25.3％

×
各種がん検診受診率は、平
成27年度から0.6ポイント低
下している。特に、働き盛
り世代に関して、健康づく
りに対する意識の低さや受
診しやすい環境の整備が課
題となっている。

評価
(見通し)

進捗度 H28取り組みと実績分析 今後の展開

（１）健康のびのび・安心事業

・コールセンター設置による健診
  の予約受付・受診勧奨の実施
・ラジオ体操の指導者養成や学校
　事業所等への講師派遣の実施
・校区ウォーキングへの支援や
  ウォーキングマップの普及･啓発
・総合型地域スポーツクラブ、
　校区のスポーツ推進委員と連携
  した運動プログラムの開発･実施
・ドクターカーの運行

Ｂ

H28 22.9％ 16.2% ×

H29 24.1％

H31

H30

21.8%

今後、更なる救命率を高め
るため、ドクターカーを有
効に活用し、定期的な事後
検証と内容分析を行ない
医療スタッフと救急隊員の
連携の強化に努める。

誰でもいつでも取り組める
健康づくりとして、ラジオ
体操のＣＤ、教本に加えて
のぼり旗を地域の団体等へ
配布した。また、校区単位
でのウォーキングへの取り
組みへの補助など、普及啓
発や継続して取り組みを行
なった。

誰もが手軽に取り組めるラ
ジオ体操やウォーキング、
地域でスポーツを通した健
康づくりや運動が、市民の
日常に浸透するよう、地域
や関係機関と連携を図りな
がら取り組みを推進する。

目標値を達成するために
は、働き盛り世代へのアプ
ローチが必要であり、これ
まで実施してきた受診勧奨
の強化や受診環境の整備に
加え、職域や民間事業所と
連携した受診率向上の取り
組みなど、更なる対策の強
化を図る。

19.1% ○

救命率
12.6%
▼

20.0%

H27

運動する人の
割合（週２
回、１日３０
分以上）

27.8%
▼

32.0%

H27

H28

H29

H30

H31

14.1%

H31 20.0％

市内全域、24時間運行を実
施した。市内で発生した心
肺停止者の救急搬送事案に
おいて、病院到着前の自己
心拍再開率は、一般救急車
両では、8.1％であるが、ド
クターカーでは、35.6%と高
く、ドクターカーの早期医
療行為の効果がみられる。
また、昨年度の実績率から
比較すると下がっているも
のの16.9%と目標を達成し
た。

H30 18.5％

Ａ

H28 15.5％ 16.9% ○

H29 17.0％

28.0% （26.8%）

29.0% （29.0%）

30.0%

31.0%

32.0%
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施策名
重要業績評価
指標(KPI)

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値 評価
(見通し)

進捗度 H28取り組みと実績分析 今後の展開

（２）セーフコミュニティ推進事業

・セーフコミュニティフェスタの
  開催、認知度向上・取り組みの
  裾野拡大に向けた情報の発信
・ＤＶ・性犯罪被害者の立場に
  立った相談支援体制の充実、支
  援者養成のための講座の開催
・校区への青色回転灯パトカーの
  配備や安全安心マップの作成、
  街頭防犯カメラの設置、防犯灯
  設置の充実
・通学路カラー舗装、通学路合同
  点検、ゾーン30の実施、通学路
  の歩道新設
・高齢運転者の免許自主返納支援

H31 60％

H30 ─

Ｂ

H28

・校区での自主防災組織の結成、
  地域防災リーダーの育成、防災
  研修・訓練の実施
・東櫛原、宮ノ陣地区などでの雨
　水貯留施設等の整備、内水ハ
　ザードマップの作成

防災研修・訓
練の参加者数

28,312人
▼

30,000人

― ―

―

市民のセーフ
コミュニティ
の認知度

─

50％

　けがや事故・犯罪件数の
減少、関係団体との新たな
ネットワークの構築、安全
安心活動に対する意識の定
着など一定の成果も出てい
るが、地域社会一体が一体
となった取り組みには至っ
ていない。そこで、セーフ
コミュニティの推進を図る
ためには、認知度向上及び
未実施団体などへの取り組
みの裾野拡大を図ることが
必要であるため、今後は、
家庭や個人、校区や関係団
体、企業などに対して活動
の浸透を図っていく。

―

―

33.3%
▼

60.0%

H27

H30 29,660人

H29

H27 28,649人

29,323人

（３）防災対策事業

これまでの成果・課題を踏
まえ、具体的施策の見直し
を行った。また、青パトの
防犯パトロールや、デート
ＤＶ防止啓発講座に加え、
街頭防犯カメラなどハード
の面も合わせて安全・安心
の取り組みを推進してい
る。セーフコミュニティ標
語募集や親子世代をター
ゲットにしたフェスタを開
催し、日常でできる予防策
などの紹介・体験してもら
うことで、ＳＣと関わりの
少ない若年層に対して普及
啓発・けがや事故の意識醸
成につなげることができ
た。

H29

H31

Ａ

H28 28,986人 44,366人 ○

30,000人

防災に対する啓発活動や自
然災害の発生により市民の
防災意識が向上している。
それに伴い、防災研修や訓
練への参加者が増加してい
る。特に平成28年度は熊本
地震の発生により、研修依
頼が増加した。

引き続き、地域での防災研
修・訓練の実施促進を図る
ことにより、参加者を増や
して行く。

○38,550人
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久留米市キラリ創生総合戦略　評価シート
基本目標５　広域拠点の役割を果たす

施策の基本的方向 ⑫ ： 連携中枢都市圏として圏域の魅力を高め、大都市圏への人の流れを食い止める

評価
(見通し)

今後の展開H28取り組みと実績分析

久留米市の滞在人口

基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値 実績値 進捗度数値目標

久留米広域連携中枢都市圏
ビジョンに基づく、①経済
成長のけん引、②高次の都
市機能の集積・強化、③生
活関連機能サービスの向上
に資する41事業を取り組ん
だ。なお、国の地域経済分
析システムの集計方法の変
更に伴い、実績値の把握が
できなくなったため、今
後、目標値の変更の検討を
進める。

平日：
485,900人
休日：

487,400人
▼

基準値の滞
在人口を維

持

H27

H28

H29

H30

H31

―

滞在人口を維持 ― ―

滞在人口を維持

滞在人口を維持

滞在人口を維持

滞在人口を維持 ― ―

今後の展開 評価
(見通し)

進捗度

引き続き、久留米広域連携
中枢都市圏ビジョンに基づ
く事業を進め、「住み続け
たい、暮らしてみたい、訪
れてみたい」と支持される
圏域を目指していく。

施策名
基準値⇒
H31目標値

年
度

目標値
重要業績評価
指標(KPI)

―

H28取り組みと実績分析実績値

（１）連携中枢都市圏推進事業

アンテナ
ショップ年間
来館者数

―
▼

25万人/年

H27

25万人/年

―

H30

H29 17万人/年

― 平成29年7月のアンテナ
ショップオープンに向けて
店舗整備など準備を進め
る。
オープン後は、圏域特産品
の展示・販売や観光情報・
移住情報などを通して圏域
の魅力を発信することによ
り、本圏域への新たな人の
流れの創出を図る。

H28 ―

―

東京都港区新橋に店舗物件
を決定するとともに、運営
事業者の決定、店舗の基本
設計・実施設計の実施な
ど、平成29年7月のアンテ
ナショップオープンに向け
た準備を進めた。

Ｂ

―

①経済成長のけん引
・大都市圏における情報受発信機能の充実強化
・基幹産業である農業の活性化
・強い「ものづくり」の力を活かした成長産業
　の育成
・新産業団地の整備

・戦略的なＭＩＣＥの誘致と観光政策の推進

②高次の都市機能の集積・強化
・久留米シティプラザの活用
・久留米シティプラザの自主事業を活用した圏
　域の賑わいづくり
・高度な医療サービスの提供

・文化・芸術の拠点づくり

③生活関連機能サービスの向上
・二次救急医療体制運営や小児救急医療の充実
・児童の一時預かりや、子育て相談、地域の子
　育てサロンの充実
・圏域の多様な地域資源を活かした取り組みと
　情報発信
・行政域を越える公共交通機関の利用促進や利
　便性の向上
・大都市圏に対する圏域の魅力や地域資源、暮
　らしに関する情報の発信及び圏域の知名度の
　向上や圏域の魅力の浸透
・人事交流、研修会の合同開催、人材確保・育
　成のノウハウの共有化

25万人/年

H31
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